古代日本語の船舶の名称における外来語の要素について ： 亀甲（『古事記』中巻、神武天皇）を中心に by 黄, 當時














































こは、袖を振って招き寄せる動作を表したものという J (p.142 頭注 6)と注釈し、荻原浅男・
鴻巣隼雄1973 は「ハフクは羽ばたきをする意。『古事記伝』に、鳥が羽ばたくように左右の袖
を振って船を慕って迎えるさまと説く J (p.149 頭注17) と注釈している。
上記の口語訳は、この注釈の流れでなされたものである。
一方、『日本国語大辞典』は、「はふ・る【羽振・事】鳥が勢いよく飛びあがる。とびかけ





























































































































































双胴のカタマラン型のカヌーを「カウルア、 KAULUA J (マオリ語では、タウルア、
TAURUA) と呼びます。ハワイ語の「カヒ、 KAHI J は「一つ」の意味、「ルア、







KAU-LA-NUI (kau 二 to place ， to set ， rest= canoe ; la=sail; nui=large) 、「大きな・
帆をもっ・カヌー」
「カウノレア・ヌイ」


















































































れば、「手」は rtauJ を、「手乃」は rtau-nuiJ を、そして、「小/乎」は rkauJ を書き記し
たものであろう。
大型のカヌーと言いたければ、確かに、「手乃 (tau-nu i) J が正確な表現である。しかし、
実際には、(四三三六)の「手 (tau) J が(四四六0) の「手乃 (tau-nu i) J と同じ大型船を
指すように、大きいことを明言する場合を除き、「手 (tau) J だけでカヌー一般を指したはず
である。それは、今日、カヌーが大小を問わずに使えるのと同じような状況である。このこと
は、「小/乎 (kau) J についても同様であった、と考えられる。
言語現象として、伊豆では「手 (tau) J が使われ、熊野や足柄では「小/乎 (kau) J が使わ
れていることは、注目に値する。それは、伊豆にはカヌーを「手 (tau) J と呼ぶ人々が、そし
て、熊野や足柄にはカヌーを「小/乎 (kau) J と呼ぶ人々がいたということを示しているから
である。
これで、古代の日本には、修飾語の rnui 、野/乃」を付す大型のもの (kaula-nui 、枯野/
軽野;kau-nui 、狩野;tau-nui 、手乃)と、 rnuiJ を付さず、大型のものから小型のものまで


















































































空、 sky) の意味はない。「天」とは、「アウトリガー・フロート J (am. n. Outrige float; 





















例えば、古代英語では、 turtle は、 turledov の一般的な略称であった(617) 。
“Turtle" was a common archi English shortenig of the name “turledove." 
turledov は、通常、キジバトと訳されるが(刷)、本稿では、亀舗と訳しておく。そうする




(kuh. n. Dove ， turtledove(620)) 0 kuhukuku が、 turtle と訳された例を挙げておく (62 1)。






























































































(0 1)山口佳紀・神野志隆光 197 の原文表記 (p.142) 。
(02) 山口佳紀・神野志隆光197 の口語訳 (p.142) 。
(03) 荻原浅男・鴻巣隼雄1973 の口語訳 (p.149-50) 。
(10 1)情報は、重要な情報と、そうでない情報に大別できる。この「甲」は、前者に属する。

















(303) 小川環樹・西国太一郎・赤塚忠編『角川 新字源』角川書店、 1968 年、 p.68 。
(304) 語部の提供した音声情報が「か」や「こ」であった可能性もありえよう。
(40 1)茂在寅男 1984 。
「枯野」等の解釈に外来語という観点を試みたのは、茂在氏が初めてであろう。
(402) KAMAKURA OUTRIGGER CLUB 、htp : !le iI and.com/ outriger / column.shtml?
kodai.htm l. Copyright (C) 19-202 KAMAKURA OUTRIGGER CLUB & LEILAND INC. 
これは、管見に入った唯一有用な知見である。井上氏は、ここでは慎重に、 kau = to place ， to 
set ， rest = canoe と説明しているが、自身のHP (夢間草慮、 htp: !www .irisdt i.ne.jp/-muken 
/)では、 kau=canoe としている。 Mary Kawena Puki & Samuel H. Elbert 1986 には、
rkauhi. n. Canoe with a single outriger floatJ (p.135) 、rkaula. nv i. Double canoeJ 
(p.137) の例があるので、 kau をcanoe と理解するのに問題はない。修飾語がなくとも、
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rkauJ だけで使われていたであろう。
(50 1)寺川真知夫 1980. p.14-p.142 。引用の際の省略個所は、 ・・・、で示す。以下同じ。
(502) 小島憲之他校注196 の原文表記 (p.390) 。
寺川真知夫1980 は、引用の通り、大型船か、と推測する (p.142) 。正しい推測である。





(504) 小島憲之他校注195b の原文表記 (p.369) 。
(505) 小島憲之他校注195a の原文表記 (p.121) 。
(506) 小島憲之他校注195a の原文表記 (p.162) 。







(60 1)原文・口語訳ともに、小島憲之他校注 194 (p.194) 。
(602) 山口佳紀・神野志隆光197 の口語訳 (p.142) 。












(609) マルボーロ。「丸」は、音義融合とも言える。現代中国語の例:引得 (yinde) 、インデックス。
(610) Mary Kawena Puki & Samuel H. Elbert 1986.p2. 
(61) 茂在寅男1984 は、「アウトリガー」とする (p.2-3) 。一般には「アウトリガー」が使われるが、
ここでは、「アウトリガー・フロート」を用いた方が紛れがない。 !A
(612) r 日本書紀~ (神武天皇)。
(613) Mary Kawena Puki & Samuel H. Elbert 1986.p.104 
(614) 初出は、茂在寅男198 1. p.54-64 。
(615) それぞれ、『古事記~ (上巻)、『日本書紀~ (神代上、第五段、一書第二)。
(616) W 日本書紀~ (神代下、第十段、一書第一)で、「大目鐙龍」と誤記されているものを訂正した表
記である。以下、元目亀籍。拙稿「古代日本語の船舶の名称における外来語の要素について」
(W文学部論集』第89 号、イ弗教大学文学部、 205 年、所収)参照。
(617) Miguel Vengas 、htp : dw.gold 巴ngateudbon.org/birdng/earlybidsThey Came By 
Sea.htm. 





(620) Mary Kawena Puki & Samuel H. Elbert 1986.p .174 
(62 1) Mary Kawena Puki & Samuel H. Elbert 1986.p50. 
(70 1)小島憲之他校注 196 の原文 (p.206) と口語訳 (p.207) 。
(702) ，元日」は、「船眼装飾がない」意の修飾語。注(616) 参照。









荻原浅男・鴻巣隼雄1973. w古事記上代歌謡(日本古典文学全集 1) ~小学館。
小島憲之他校注194. r新編日本古典文学全集 2 日本書紀①』小学館。
小島憲之他校注196. w新編日本古典文学全集 2 日本書紀②』小学館。
195 a. W新編日本古典文学全集 7 寓葉集②』小学館。
一一一 195 b. W新編日本古典文学全集 8 寓葉集③』小学館。







山口佳紀・神野志隆光197. W新編日本古典文学全集 1 古事記』小学館。
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